
表4.1　　　　   直交配列表

表4.2　因子割り付け例

１．直交配列表を用いた実験計画
　前回は、実験計画の基本的な考え方
と、得られたデータの基本的な解析法で
ある分散分析について解説しました。し
かし、検討すべき因子の数が４つ、５つ
と増えてくると、要因の配置実験では実
験回数がどんどんと増えてしまいます。
例えば２因子交互作用のみに着目するに
しても、扱う因子が５つあり、各因子に
おける条件（以後「水準」という）が２
つしかなかったとしても、　　　　回の
実験を行わなければなりません。それら
の実験を容易に行えるのであれば問題あ
りませんが、もしも生産設備を使った実
験を行わなければならないような場合
は、生産部門にかなりの負担を強いるこ
とになってしまいます。そこで何とか、
実験回数を減らせるようにできないもの
かと考えることになります。
　このような場合に重宝するのが、直交
配列表を用いた実験計画です。
　直交配列表は、表4.1に示す２水準系
の　　　　直交配列表のように、実験番
号(No)と、実験の水準番号（“１” と
“２”） が予め定められている表です。
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　問題解決に役立つSQC手法（統計的品質管理の手法）の解説の第４回目です。
今回は、効率よく実験を計画する方法について解説していきます。

　例えば５つの因子、A, B, C, D, Fがあり２因子交互作用A×Bの効果の有無を検討しな
くてはならないとします。その実験計画例として、表4.2を示します。
　表4.1の　　　　直交配列表の各列に、検討すべき要因を割り付けます。交互作用A×B
については、予め決まっているルールに従って割り当てるのですが、ここではその手順
を割愛します。



　どのように実験を行うかと言えば、実験No.１は、因子〔A, B, C, D, F〕の水準番号
を直交配列表に従って〔1, 1, 1, 1, 1〕で行います。実験No.２は、〔1, 1, 2, 2, 2〕
の水準番号で行います。同様にして最後の実験No.８は、〔2, 2, 2, 1, 1〕の水準番号
で行います。
　このように行うことで、要因配置実験では32回の実験を行わなければならなかったも
のを、たったの８回の実験で済ますことができます。
 
　無論この実験で得られたデータについては、分散分析を行うことによって効果がある
要因を統計的に判断できますし、実験を行わなかった水準番号の組合せ（例えば〔2, 2,
2, 2, 2〕）も含めて全ての水準組合せでの母平均の推定およびデータの予測（最小値お
よび最大値の見積り）もできます。つまり実験は８回しか行っていないにも関わらず、
32回の実験を行った場合と同様の結論を出せるということです。ただ、32回の実験をた
ったの８回で済まそうという訳ですから、推定精度が若干下がるというデメリットはあ
ります。

　なお、直交配列表には、上に挙げた　　　　以外にも　　　　、　　　　などがあり
ます。数値が大きくなるほど扱える要因の数も増やすことができます。また、２水準だ
けではなく、　　　、　　　　などの３水準で実験を計画できる直交配列表もありま
す。

２．多水準法および擬水準法
　直交配列表は基本的に２水準と３水準
になりますが、どうしても直交配列表に
ない水準、例えば４水準で実験したい場
合があります。その方法が多水準法で
す。
　検討したい因子がA, B, Cと３つあ
り、そのうち因子Ａをどうしても４水準
で実験したいものとします。この場合、
表4.3に示すように、交互作用が出る関
係にある３列を１組として、４水準の因
子Ａを割り付けます。もともとの配列表
の水準番号と異なりますが、３列を１ま
とめにすることにより、この場合は便宜
的に実験No.１とNo.２は第１水準、実
験No.３とNo.４は第２水準というよう
に考えるということです。

　また、２水準の直交配列表だけど一部
の因子を３水準にしたい、３水準の直交
配列表だけど一部の因子を２水準にした
いという場合も出てきます。
　そのような場合にとる方法が擬水準法
です。

　 （次ページへつづく） 

表4.3　多水準割り付け例

表4.4  擬水準割り付け例
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　先程の表4.3の場合において、因子Ａが４水準ではなく３水準だったとします。表4.3
において、注目したい水準を重複させます。第２水準の実験精度を上げたいと考えている
場合は第２水準を重複させます。水準番号は相対的なものなので、表4.3の第４水準を第
２水準としてもよいですし、表4.4に示したように追番となるように水準番号を設定して
も構いません。
　分散分析表を作成する際は、多水準法および擬水準法の解析手順に従って計算する必要
はありますが、統計的に効果のある因子や要因を判断できますし、最適水準を含む全ての
水準組合せでの母平均の推定およびデータの予測（最小値および最大値の見積り）もでき
ます。

　以上述べてきたように、推定精度が若干下がるというトレードオフ要素はありますが、
実験回数を減らせるということは経済的に大きなメリットですし、評価期間を短縮できる
という時間的なメリットも得られます。
　直交配列表実験をうまく使いこなしていただき、メリットを享受していただければと思
います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（以下余白）


